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2026 年 4 ⽉ 23 ⽇ 公開のネットアップデートの追加機能や変更箇所等については、以下の内容となります。 

 
 

壁量計算・構造チェッカー・ハウストラ 

 
◆７倍超えの軸組で「上限７倍」と「実倍率」の両⽅の計算に対応 
 

実態上の倍率が７倍を超える軸組がある場合、「四分割法」または「偏⼼率」の計算において、当該軸組の倍
率を「上限７倍」と「実態上の倍率」の両⽅で検討できるようになりました。  
グレー本 2025 年版対応（※1） 
 

 1/4 範囲充⾜率 
「耐⼒⽤壁倍率」 ・ 「実態上の壁倍率」 が追加され、ボ
タンをクリックするとそれぞれの算定結果に切り替わります。 
 
右図のような軸⼒の場合、算定結果は↓のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B-MOSアップデート内容（2026/04/23公開） 

－ ︓準耐⼒壁 0.49 倍 － ︓耐⼒壁 4.3 倍 
筋違 ︓ダブル 4.0 倍 

上限 7 倍として算定 
⇒7.0×182.0＝1274.0 

実倍率 8.79 倍として算定 
⇒8.79×182.0＝1599.78 

合計 8.79 倍 

耐⼒壁量に対する必要壁量の割合によって、準耐⼒壁等を含めるかどうかが決まります。 
 

 耐⼒壁量 ≧ 必要壁量×1／2 耐⼒壁量 < 必要壁量×1／2 

耐⼒⽤壁倍率 準耐⼒壁等を含めずに上限 7.0 倍で計算 準耐⼒壁等を含めて上限 7.0 倍で計算 

実態上の壁倍率 準耐⼒壁等を含めて計算 準耐⼒壁等を含めて計算 
 

※準耐⼒壁等の算定⽅法を「算定しない」に設定している場合は、準耐⼒壁等は計算には含まれません。 

「四分割法計算」の準耐⼒壁等の扱いについて 
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 偏⼼率の計算 
「耐⼒⽤壁倍率」 ・ 「実態上の壁倍率」 が追加され、ボ
タンをクリックするとそれぞれの算定結果に切り替わります。 
 
右図のような軸⼒の場合、算定結果は↓のようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＜［耐⼒⽤倍率］・［実態上の壁倍率］の対応箇所＞ 

・壁量計算 ︓「1/4 範囲充⾜率」・「偏⼼率」 
・構造チェッカー ︓「1/4 範囲充⾜率」・「偏⼼率」 
・ハウストラ ︓「⽔平⼒検定／令 46 条関連の計算／四分割法確認」 
 「⽔平⼒検定／偏⼼率の計算」 
※準耐⼒壁等の取り扱いは、すべて共通となります。 
※⼤⾂認定を取得した制震ダンパーの N 値計算⽤の壁倍率は実態上の壁倍率として扱います。 
 

※1 ⽊造軸組⼯法住宅の許容応⼒度設計(2025 年版)① P.65 
「実態上の倍率が 7 倍を超える軸組については、四分割法または偏⼼率の計算においては、当該軸組の倍率を
7 倍及び実態上の倍率の両⽅を⽤いていずれも基準を満たすことを確認する必要がある」 と記載 

－ ︓準耐⼒壁 0.49 倍 － ︓耐⼒壁 4.3 倍 
筋違 ︓ダブル 4.0 倍 

上限 7 倍として算定 

合計 8.79 倍 

実倍率 8.79 倍として算定 

偏⼼率計算では、耐⼒壁量に対する必要壁量の割合にかかわらず、 
存在壁量に含む準耐⼒壁等は、すべて含めて計算します。 
 

耐⼒⽤壁倍率 準耐⼒壁等を含めて上限 7.0 倍で計算 

実態上の壁倍率 準耐⼒壁等を含めて計算 
 

※準耐⼒壁等の算定⽅法を「算定しない」に設定している場合は、準耐⼒壁等は計算には含まれません。 

「偏⼼率計算」の準耐⼒壁等の扱いについて 四分割法計算とは、
準耐⼒壁等の扱い
条件が異なります。 
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その他 

 

◆DTX ファイルバージョン 9.18 に対応 
 
 室内階段(拡張)、外階段(拡張)に対応しました。 
 壁の変換処理に対応しました。 

 
◆「2026KMEW・旭トステム、LIXIL」の外壁、壁仕様データの追加 

 
[2026 KMEW 外壁] 
  次世代外装ﾊﾟﾈﾙ ﾚｼﾞｪｰﾙ、FLAT DESIGN PANEL、ﾈｵﾛｯｸ・光ｾﾗ、ｴｸｾﾚｰｼﾞ・光ｾﾗ、 

ｾﾗﾃﾞｨｰﾙ・親⽔ﾊﾟﾜｰｺｰﾄ、ﾈｵﾛｯｸ・親⽔、ｴｸｾﾚｰｼﾞ・親⽔、ﾌｨﾙﾃｸﾄ N、LAP-WALL、 
KMEW-はる⼀番 ／ 24 点 

 
[2026 旭トステム外壁] 
  旭トステム-DanSIDING ／ 5 点 
 
[2026 LIXIL 壁] 

エコカラットプラス ／ 3 点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 


